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〓
ハ
ニ
回

経
営
の
散
歩
道

富
山
短
期
大
学
名
誉
教
授
　
川
中
清
司

人
は
苦
境
に
沈
む
と
、
も
う

未
来
は
な
い
と
絶
望
感
に
襲
わ

れ
る
。ぼ

う
大
な
不
良
債
権
と
金
融

不
安
、
大
型
倒
産
、
リ
ス
ト
ラ
、

増
え
続
け
る
失
業
者
な
ど
、
不

況
の
深
刻
さ
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー

ス
に
は
こ
と
欠
か
な
い
。

も
は
や
人
ご
と
で
は
な
い
。

売
上
は
下
が
り
、
焦
げ
付
き
が

増
え
借
金
も
増
え
る
。

だ
が
、
こ
の
ま
ま
落
ち
込
ん

で
な
る
も
の
か
。

懇
親
主
義
と
朝
拳
こ
も
り
満

開
塞
を
う
ち
破
り
新
し
い
方

向
に
転
換
す
る
た
め
に
は
、
強

い
精
神
力
と
具
体
的
な
打
開
策

が
必
要
だ
。

日
本
は
い
ま
過
度
の
危
機
意

識
か
ら
悲
観
主
義
に
陥
り
、
「
引

き
こ
も
り
病
」
　
に
躍
っ
て
い
る
。

積
極
的
な
活
動
を
避
け
、
も
う

ダ
メ
だ
と
へ
た
り
込
ん
で
し
ま

う
。
豊
か
な
社
会
が
生
ん
だ
一

種
の
社
会
病
だ
と
、
竹
内
靖
雄

成
蹟
大
教
授
は
指
摘
す
る
　
（
日

経）。マ
ス
コ
ミ
や
評
論
家
も
も
っ

と
元
気
企
業
の
実
例
な
ど
勇
気

の
湧
く
情
報
を
知
ら
せ
る
責
任

が
あ
る
。

三
九
兆
円
か
ら
、
十
年
後
の
予

測
で
は
百
五
十
兆
円
に
伸
び
る
。

介
護
、
家
事
代
行
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
、
安
全
管
理
な
ど
の
新
需

要
が
開
け
る
か
ら
だ
。
こ
れ
を

負
担
増
と
だ
け
捉
え
る
の
は
負

け
犬
の
論
理
だ
。

環
境
産
業
も
今
の
十
五
兆
円

が
百
兆
円
に
な
る
。
公
害
防
止
、

た
と
え
ば
ナ
ノ
テ
ク
と
液
晶

の
技
術
が
結
び
つ
け
ば
、
超
薄

型
で
す
ば
ら
し
く
画
像
鮮
明
な

壁
掛
け
テ
レ
ビ
が
出
現
す
る
。

す
で
に
日
本
が
リ
ー
ド
し
て

い
る
分
野
も
沢
山
あ
る
。
ア
メ

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
光
ケ
ー
ブ
ル

な
ど
の
光
技
術
は
、
日
本
の
最

得
意
分
野
だ
。

自
動
車
市
場
は
ま
だ
ま
だ
伸

び
る
。
技
術
革
新
の
可
能
性
も

大
き
く
　
「
十
～
二
十
年
は
日
本

の
基
幹
産
業
で
あ
り
続
け
る
」

と
奥
田
項
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
会

長
は
い
う
。

で
発
展
も

自
ら
開
く
新
分
野

来
藩
向
ぬ
米
き
森
需
要

高
齢
化
社
会
で
年
寄
り
が
多

く
社
会
負
担
が
増
え
る
と
い
う

が
、
悲
観
面
だ
け
を
強
調
し
す

ぎ
る
。
高
齢
化
産
業
は
現
在
の

廃
棄
物
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
新
産
業
は
目
白
押
し
だ
。

十
億
分
の
一
の
世
界
と
い
う

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
　
（
超
微
細

事
業
）
　
や
、
遺
伝
子
で
生
命
の

仕
組
み
を
探
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
　
（
生
命
工
学
）
　
で
、
日

本
は
世
界
を
リ
ー
ド
で
き
る
だ

ろ
、
フ
。

リ
カ
の
特
許
取
得
の
四
分
の
一

は
日
本
が
占
め
て
い
る
。

カ
ー
ナ
ビ
は
日
本
で
は
す
で

に
二
百
万
台
に
達
し
て
い
る
が
、

ア
メ
リ
カ
は
ま
だ
五
万
台
し
か

な
い
。ロ

ボ
ッ
ト
技
術
も
優
れ
、
日

本
の
使
用
率
は
六
〇
％
で
断
然

ト
ッ
プ
。
光
ダ
イ
オ
ー
ド
、
光

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
と
呼
ば

れ
る
　
「
量
産
値
下
げ
品
」
　
は
、

中
国
や
発
展
途
上
国
に
は
対
抗

で
き
な
い
。
ユ
ニ
ク
ロ
現
象
を

み
て
も
勝
負
は
つ
い
て
い
る
。

し
か
し
、
価
格
の
安
さ
だ
け

で
総
て
を
支
配
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
消
費
の
多
様
化
は
ま

す
ま
す
進
み
、
優
れ
た
機
能
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
求
め
て
拡

大
し
っ
づ
け
る
。
日
本
製
品
の

市
場
分
野
は
ま
だ
ま
だ
拡
張
し

て
い
く
。

い
ま
必
要
な
の
は
積
み
分
け

だ
。技

術
力
の
あ
る
日
本
と
巨
大

な
労
働
力
の
あ
る
中
国
が
補
完

関
係
を
築
き
　
「
経
済
統
合
を
進

め
て
日
中
韓
で
自
由
留
只
易
協
定

を
結
ぶ
」
　
方
向
を
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
サ
ッ

ク
ス
教
授
が
提
案
し
て
い
る
。

日
本
企
業
が
中
国
に
生
産
拠
点

を
移
せ
ば
、
中
国
市
場
に
よ
り

入
り
込
み
や
す
く
な
り
世
界
に

輸
出
で
き
る
と
み
て
い
る
。

経
営
す
る
と
は
、
時
流
に
乗

る
と
い
う
こ
と
。
新
し
い
分
野

に
生
き
る
自
ら
の
特
技
を
磨
い

て
、
新
時
代
に
対
応
す
る
こ
と

だ
。


